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令和６年度　　事後評価シート

当初
事　項 道路維持管理費 予算主管課 道路建設課

事　業

概　要

道路改築工事等に伴い形状に変更の生じた箇所について、道路法第28条の規定に基づき

道路台帳を更新する。

始期 1978

100 ％ 目標値 100

終期

Ｋ  P  Ｉ

道路台帳の補正完了率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

実績値 ％ 実績値 ％

％

実績値 100 ％ 実績値 100 ％ 実績値 100 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100R  4  年  度 目標値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
42,920 千円

最終現計

予算額
44,847 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 42,920 千円 決算額 44,847 千円千円 決算額 千円 決算額

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

道路台帳については不足なく補正することが求められているため、７年度の執行方法や８年度予算の見直

しは行わない。

Ｋ  P  Ｉ

県管理道路における道路管理瑕疵に起因する重大事故の発生件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 件 目標値 0 件目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 件

事　項 道路維持管理費 予算主管課 道路維持課

事　業

概　要

県管理道路の維持修繕、照明灯やトンネルに設置している非常警報装置等の維持管理を

行う。

始期 1996

終期

件 実績値 件

100

実績値 0実績値 0 件 実績値 0 件

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1,633,502 千円

最終現計

予算額
1,650,687 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPI実績は目標を達成しており、７年度以降も現状の管理水準を維持することで、KPIは目標達成

すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 1,621,775 千円 決算額 1,644,966 千円

当初
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Ｋ  P  Ｉ

舗装補修実施延長

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 24.3 km 目標値 24.3 km目標値 24.3 km 目標値 24.3 km

実績値 km

事　項 舗装道改良事業費 予算主管課 道路維持課

事　業

概　要
舗装路面の破損が著しい箇所の補修を行う。

始期

終期

km 実績値 km

114.8

実績値 27.9実績値 22.1 km 実績値 24.8 km

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
102,019 千円

最終現計

予算額
102,019 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 102.06 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPIの実績は目標以上の成果が出ており、7年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成

すると考えられることから、7年度の執行方法や8年度予算の見直しは想定していない。

決算額 102,019 千円 決算額 101,712 千円

当初

Ｋ  P  Ｉ

受託事業収入の収納率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 100 ％ 目標値 100 ％目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 ％

事　項 道路施設点検受託事業費 予算主管課 道路維持課

事　業

概　要

県・市町連携の一環として、市町が管理する橋りょう等の点検業務を県が受託し、一括

して実施する。

始期 2014

終期

％ 実績値 ％

100

実績値 100実績値 100 ％ 実績値 100 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
58,500 千円

最終現計

予算額
119,600 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPI実績は想定どおりの成果が出ており、７年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 52,668 千円 決算額 113,426 千円

当初,2

月補正
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Ｋ  P  Ｉ

早期措置段階(Ⅲ)橋梁の修繕完了率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 98.4 ％ 目標値 100 ％目標値 72.1 ％ 目標値 83 ％

実績値 ％

事　項 橋りょう補修事業費 予算主管課 道路維持課

事　業

概　要

橋りょうの耐震補強工事を実施するとともに、橋梁長寿命化修繕計画に基づき予防・計

画的に橋りょうの修繕を行う。

始期

終期

％ 実績値 ％

99.2

実績値 82.3実績値 66 ％ 実績値 73.6 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
2,483,834 千円

最終現計

予算額
2,262,379 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 102.08 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
補修に際し、損傷の進行等が確認されたことから、追加対策に時間を要し、R7年度への繰越が生じた結果、目標達成に至ら

なかった。

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPI実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、７年度以降も計画的に予算措置を行うことを踏まえ

ると、KPIは目標達成すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していな

い。

決算額 2,483,834 千円 決算額 2,262,379 千円

当初,6

月補

正,12

月補

正,2月

補正

Ｋ  P  Ｉ

舗装補修実施延長

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 24.3 km 目標値 24.3 km目標値 24.3 km 目標値 24.3 km

実績値 km

事　項 舗装補修事業費 予算主管課 道路維持課

事　業

概　要
舗装路面の破損状況が著しい箇所の補修や路面陥没対策等を行う。

始期

終期

km 実績値 km

114.8

実績値 27.9実績値 22.1 km 実績値 24.8 km

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
547,166 千円

最終現計

予算額
288,382 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 102.06 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPIの実績は目標以上の成果が出ており、7年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成

すると考えられることから、7年度の執行方法や8年度予算の見直しは想定していない。

決算額 547,166 千円 決算額 288,382 千円

当

初,12

月補

正,2月

補正
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Ｋ  P  Ｉ

舗装補修実施延長

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 24.3 km 目標値 24.3 km目標値 24.3 km 目標値 24.3 km

実績値 km

事　項 舗装等補修事業費 予算主管課 道路維持課

事　業

概　要
舗装や小規模構造物等の適正な管理を実施するために補修・更新を行う。

始期 2018

終期

km 実績値 km

114.8

実績値 27.9実績値 22.1 km 実績値 24.8 km

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
231,059 千円

最終現計

予算額
230,774 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 102.06 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPIの実績は目標以上の成果が出ており、7年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成

すると考えられることから、7年度の執行方法や8年度予算の見直しは想定していない。

決算額 210,290 千円 決算額 212,269 千円

当初


